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まとめ

　こども部会として活動していく中で、関係機関との連携をどのように行っていくことで、支援がスムーズに行えるのかを検討
した。まず、公的な立場の方からの話や、医療の立場としてのお話を聞かせていただき、それぞれの立場で支援していく時の
気づきを得ることが出来た。
　また、他の地域で行われている自立支援協議会を視察することで、新たな取り組みや当事者参加についても知ることが出
来た。その中で、中和地区で出来ることを考えていく事が出来た。
　引き続き、参加者の意見を聞きながら、令和７年度もこども・保護者支援のために地域づくりを行っていきたい。

【今年度の検討課題について】
 ・要対協の構成メンバーや、虐待事案について、各市町の現状報告。
 ・今年度の法改正後の困りごとについて（中核機能強化加算、適切な支給決定について）…事業所の協議会参加
　をどのようにしていくかなども今後協議していきたい。
 ・Q-SACCSについて話をする機会があってもいいのではないか。
 ・子どもに関わる機関で顔合わせをする機会があってもいいのではないか。（連携に繋げていく）

第１回
（6/19）

第２回
（8/14）

第３回
（10/22）

第５回
（2/12）

【研修】
 高田子ども家庭相談センター、こども支援課の乾課長を講師に迎え、「子育てに影響する親のトラウマへのアセスメントと
介入～児童虐待相談の現場から～」という勉強会を開催した。
 児童虐待の現状と対応、虐待の影響や、保護者の理解と支援についての話を伺い、その後グループワークをした。グルー
プワークの中では、虐待事例の検討と、事例をトラウマインフォームドケアで各班で話し合った。
 また別事例で、一枚の家族の絵を見て、家族のリスクと強みを考え、発表を行った。

【研修】
 西和医療センター小児科　田口Drを講師に迎え、「神経発達症の当事者が困っている事～これまでの傷つきとこれからの
リスク～」という勉強会を開催した。
 神経発達症の診療について、「自閉スペクトラム症」「注意欠如多動症」「トラウマ、愛着障がい」について、また神経発達
症児との関わりについての話を伺った。
 また支援者も健全であるために、抱え込まず、解決を急がないようにすることが大切だという事を伺った。

 ・今年度の反省と来年度の活動内容について。
 ・児童発達支援事業所の説明会について。
　開催目的、開催場所・時期、広告・告知の方法、当日参加者（協力者）のお願いを伝えた。
　また、参加事業所数の把握については、次年度第１回目が行われる前に、アンケートを取り、おおまかな
　参加事業所数を把握する予定。

第４回
（12/18）

 ・９月に鳴門市自立支援協議会の視察に行った際の報告。
 　こども支援部会での主な活動内容について。　他機関とのつながりについて
 ・明日香村で行われた事業所合同説明会の見学の報告。
 ・ブース配置や広報の方法など確認してきたことを報告。次年度に説明会の開催を検討したい旨を伝える。
 ・第２，３回の研修の振り返り

【　令和６年度　こども部会　活動報告　】

実施内容

　自立支援協議会会長、副会長、市町福祉課職員、市町委託相談支援事業所、中和圏域マネージャー、
　特別支援学校、知的障害児施設、葛城市こども若者サポートセンター

　社会福祉法人　凰雛会　相談支援センターどんぐり　河内

構成
メンバー

　社会福祉法人　愛の集い学園　　林

　２か月に１回の計５回　開催　　（10：00-12：00）

　広陵町　さわやかホール

　広陵町　社会福祉課　岸本・松永

・ 障害のある子供たちの成長や暮らしを見守る地域社会を形成することを目的とする。
・ 福祉事業所・教育機関・行政機関、その他様々な事業者等との連携のもと障がいに関わらず、
　　 互いに理解しながら誰もが安心して生活できる「地域づくり」を行うことを目的とする。
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